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リンゴ新品種 `あ お り9(彩香)'の結実特性
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1  は じめ に

`あ お り 9'は 青 森 県 農 林 総 合 研 究 セ ン タ ー

リん ご試 験 場 に お い て 、 1977年 に `あ か ね '

に `王 林 'を 交 配 して 、 育 成 した 新 品 種 で 、

2001年 3月 に 品 種 登 録 され た。 鮮 や か な 紅 色

で 、 病 害 (黒 星 病 、 斑 点 落 葉 病 、 赤 星 病 )に
強 く、 ほ とん どの 果 そ うが 自然 に 1つ 成 りや

2つ 成 りに な る 自家 摘 果 性 を 持 つ こ とが 特 徴

で あ る。 反 面 、 果 形 が 不 揃 い に な りや す い 、

果 梗 が 短 い 、 さび が で や す い 欠 点 が あ る。

`あ お り 9'の 結 実 特 性 を調 査 した 結 果 、

自家 摘 果 性 の 性 質 を利 用 した 摘 果 時 期 、 さび

の 発 生 や 果 形 の 不 揃 い な どの 欠 点 を 補 う栽 培

上 の 留 意 点 が 明 らか に な つ た の で 報 告 す る。

な お 、 `あ お り 9'は 品 種 登 録 名 で 、 果 実

の 販 売 時 に は 商 標 名 の 「彩 香 (さ い か )」 を

用 い る。

2 試 験 方 法

試 験 に供 試 した `あ お り 9'は 、 りん ご試

験 場 内 に 苗 木 ま た は 高 接 ぎ で 栽 植 され て い る

10～ 19年 生 の M26EMLA台 樹 で あ る。

(1)自 家 摘 果 性

`あ お り 9'の 自然 落 果 の 時 期 を把 握 す る

た め 、 1998、 1999及 び 2003年 に 落 花 10日 後 か

ら落 花 30日 後 ま で 5日 間 隔 で 1樹 当 た り30果

そ うの 累 積 落 果 率 を調 査 した 。 な お 、 調 査 樹

数 は 各 年 と も 3樹 で あ る。 ま た 、 自然 落 果 の

特 性 を 把 握 す る た め 、樹 勢 、 果 枝 の 長 短 、 花

芽 の 質 の 違 い に よ る 自家 摘 果 性 の 程 度 に つ い

て 調 査 した 。 1998年 に は樹 勢 が 弱 い 樹 と強 い

樹 に つ い て 落 花 25日 後 の 果 そ う別 の 着 果 数 を

1樹 当 た り50果 そ うに つ い て 調 査 した 。な お 、

樹 勢 の 強 弱 は 新 梢 の 伸 び か ら区 分 し、 弱 樹 勢

樹 は 新 梢 長 が 10cm程 度 、 強 樹 勢 樹 は 50cm程 度

で あ る。 ま た 、 `ぶ じ '`メ ロー '`王 林 'の

3品 種 につ い て も そ れ ぞ れ 落 花 25日 後 に 同 様

な 調 査 を行 つ た。

2002年 に は果 枝 の 長 さで 短 果 枝 、 中果 枝 、

長 果 枝 に 区 分 し 、 落 花 30日 後 の 果 そ う当 た り

の 着 呆 数 を 1樹 に つ き 60果 そ う、 計 3樹 を 調

査 した 。

2003年 に は発 芽 前 に 花 芽 の 横 径 が 4 mm以 上

を 充 実 芽 、 4 mm未 満 を 弱 小 芽 と区 分 し、 そ れ

ぞ れ 30芽 程 度 に 印 を つ け 、 落 花 30日 後 の 着 果

数 を 調 査 した。 な お 、 結 実 しな か つ た 花 そ う

は 除 い た 。 ま た 、 `あ お り 9'は 自然 落 果 の

割 合 が 高 い の で 結 実 量 を 十 分 確 保 で き る か ど

うか を把 握 す る た め 、 落 花 30日 後 に 1樹 当 た

り 100頂 芽 に つ い て 開 花 率 (100頂 芽 当 た りの

開 花 花 そ う数 の 割 合 )、 開 花 花 そ う結 実 率 (開

花 花 そ う当 た りの 結 実 花 そ う数 の 割 合 )、 全

頂 芽 結 実 率 (100頂 芽 当 た りの 結 実 花 そ う数

の 割 合 )、 全 頂 芽 中 心 呆 結 実 率 (100頂 芽 当

た りの 中 心 果 結 実 花 そ う数 の 割 合 )を 調 査 し

た 。 な お 、 `ふ じ 'を 対 照 樹 と し、 各 3樹 を

調 査 し、 平 均 値 を 求 め た 。

(2)収 穫 果 の 形 質

2002年 に 短 果 枝 と 中 長 果 枝 別 に 中 心 果 の 1

果 平 均 重 、果 形 値 、果 梗 長 を調 査 した 。な お 、

果 形 値 は 図 4の 写 真 に示 した 5段 階 の 基 準 で

調 査 した 。 ま た 、 収 穫 果 を 中 心 果 と側 果 に 分

け 、 1果 平 均 重 、 果 形 値 、 こ うあ 部 の さび の

有 無 に つ い て 比 較 調 査 した 。

3 試 験 結 果 及 び 考 察

(1)自 家 摘 果 性

`あ お り 9'の 累 積 落 果 率 の 推 移 を み る と、

落 花 25日 後 こ ろ ま で 落 果 が 続 き 、 落 花 30日 後

こ ろ に は 落 果 は ほ ぼ 終 了 す る こ とが 明 らか に

な つ た (図 1)。

`あ お り 9'の 平 均 着 果 数 は `ふ じ '`メ

ロ ー '`王 林 'に 比 べ て 少 な か つ た 。 ま た 、

樹 勢 の 違 い で は 、 弱 い 樹 が 強 い 樹 よ り着 果 数

が 少 な く 、 自家 摘 果 性 が 強 か つ た 。 ま た 、 着

果 数 別 の 果 そ う割 合 を み る と、 す べ て 落 果 し

た 果 そ うか ら 4果 残 る果 そ うま で 着 果 数 に 幅

が み られ た が 、 1つ 成 りの 果 そ うの 割 合 が 最

も 高 く 、 2つ 成 りが これ に 次 い だ (図 2)。

果 枝 の 長 短 別 で は 、 果 枝 が 短 い ほ ど落 果 が

多 く、 平 均 着 果 数 が 明 らか に 少 な か つ た (表

1)。 花 芽 の 質 の 違 い で は 、 弱 小 芽 が 充 実 芽

に 比 べ て 平 均 着 果 数 が 少 な く 、 す べ て 落 下 し

て しま う果 そ うの 割 合 が 60%と 高 か つ た (図

3)。

`あ お り 9'の 開 花 結 実 状 況 を み る と開 花

花 そ うの 結 実 率 で は 自家 摘 果 で 落 果 が 多 い た

め 、 `ふ じ 'の 940%に 比 べ て `あ お り 9'
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は 600%と 低 か っ た 。 しか し、 `あ お り 9'
は 非 常 に 花 芽 が つ きや す く、 開 花 率 は 803%
と高 い た め 、 全 頂 芽 花 そ う結 実 率 は 482%で
あ っ た 。 花 そ うに よ つ て は 側 果 が 残 り、 中 心

果 が 落 下 す る場 合 もみ られ 、 全 頂 芽 の 中 心 花

結 実 率 は 405%と な つ た が 結 実 量 は確 保 され

て い た (表 2)。

累 80

詈::

率 20

(%)0
20日   25日

落花後 日数

累積落果率 の推移

表 2`あ お り 9'の 開 花 結 実 状 況 (2003年 )

開花  開 花花  全 頂芽 花  全 頂芽 中

品種名  率 (%)そ う結  そ う結 実  心花結 実

実 率 (%)率 (%) 率 (%)

あ お り 9 803
ふ じ  652

(2)収 穫 果 の 形 質

短 果 枝 と 中 長 果 枝 別 に 収 穫 果 の 1果 平 均

重 、 果 形 値 、 果 梗 長 を調 査 した 結 果 、 1果 平

均 重 で は 差 は な か つ た が 、果 形 値 、 果 梗 長 で

は 差 が み られ 、 中 長 果 枝 に 結 実 した 果 実 の 方

が 短 果 枝 よ り果 形 が よ く 、 果 梗 長 も長 か つ た

(表 3)。 ま た 、 中 心 果 に 比 べ て 側 果 で は 1

果 平 均 重 で は 差 は な か つ た が 、 果 形 が 悪 く 、

さび 果 の 発 生 が 明 らか に 多 か つ た (表 4)。

表 3 り 9'の 果 枝 の 長 短 別 収 穫 果

1 4
1 6

ns

表 4 'の 中 心 果 と側 果 の
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図 3 花 芽 の 質 の 違 い と落 花 30日 後 の

着 果 数 別 果 そ う の 割 合 (2003年 )

Z:異 符 号 は Tukeyの 多重 検 定 (1%)で 有 意 差 あ り

検 定

さび 果
**は 1

図 4

4 ま とめ

以 上 の よ うな 結 実 特 性 か ら、 `あ お り 9'

の 摘 果 は 、 通 常 行 う 1つ 成 り摘 果 を省 略 し、

落 花 20日 後 こ ろ か ら仕 上 げ 摘 果 を 行 うの が 効

率 的 で 、 摘 果 の 省 力 化 を 図 る こ とが で き る。

摘 果 の 際 に は 、 中・ 長 果 枝 を 中 心 に果 形 の よ

い 果 実 を選 び 、側 果 は利 用 しな い よ うに す る。

ま た 、 せ ん 定 等 に よ り、 中・ 長 果 枝 の 発 生 を

促 す よ うにす る。

品種 の違 い と落 花 25日

うの害1合 (1998年 )

の果 枝 の長 短別 着果 数

(個 )

生

る

ず
一果

短 果枝 (5cm以 下 ) Hl
中果 枝 (6～ 10cm) 15
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調 査 1果 重  果 形

果 数 (g)値
349   2 9
355   3 5

136
61

゛ 課 π 娯 囲 課 言 課 %1果 璽 司

果 数   (g)値   率 (%)

152
52

350   3 1     7 9
361   2 4    55 8

表 1`あ お り 9'

果 枝 の

Z:異 符 号 はTukeyの 多 重 検 定 (1%)で 有 意 差 あ り
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